
ビデオスタジオでＤＶＤを作る（11 月 18 日橋本勉強会資料） 

デジカメやビデオカメラで動画を撮ってそれをＤＶＤにする事が出来ます。ＤＶＤのメリットはテレビの大型画

面で見る事が出来る事やダビングして非営利であれば、細かい配慮は必要ですが配布する事も出来ます。 

１） 

 

２） 

 

３） 

 

 ＡＶＩ形式のファイルをＤＶＤ

（ＨＯＶ）形式にします。パソコ

ン本体の性能によりますが、最低

でもそのメディアの作成時間はか

かります。要するに時間がえらく

かかると言う事です(笑)。 

ＤＶＤフォーマットを選ぶ 

メニューを作るにチェックが入って

る事を確認する。 



４） 

 

５） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

キャプチャーを随時追加していく。 

キャプチャーは事前に整理整頓して

一つの物語が成立するような体制を

作っておく。 

ファイルはメインＨＤＤ

に入れて置く。メインＨ

ＤＤには１５Ｇ位の空き

容量を必要とする。 

メインの画面に 6 コマ

までサムネイルが作ら

れるのでその配分を考

慮する。 



６） 

 

７） 

 

８） 

 

ラベルの名前を付けてＯＫをクリッ

クする。ＲＷだとやり直しが効くがＲ

だと失敗すると廃棄処分になる。 

ＤＶＤ製作が始まる。 

メインＨＤＤ（７２００）

の場合、1 時間のビデオに

対して 1 時間反位時間が

かかる。ＵＳＢやＨＤＤ

（５２００）なんを使うと

約２～３倍の時間がかか

る。終わると自動的にＤＶ

Ｄが出てくる。（出てこな

い場合は失敗） 

メニューのテンプレー

トが数種類あるので、

用途に合わせて使いこ

なす。 

タイトルやサブタイト

ルを決める。フォント

やフォントカラーも決

める。背景は自在に変

更可能。 


